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１．はじめに 

道路土工構造物に関する点検については、平成26

年6月に「シェッド、大型カルバート等定期点検要領」

が通知されていました。平成29年8月にその他の道路

土工構造物を対象とした「道路土工構造物点検要領」

（以下、本要領）が国土交通省道路局で策定され、

これにより全ての道路土工構造物に関する点検要領

が通知されたところです（図－１参照）。 

本要領の策定にあたり、土研・国総研では、これ

までの研究成果を踏まえ、点検における着眼点の整

理や健全性の診断に係る考え方の整理など素案の検

討に携わりました。 

 

図-1 道路土工構造物点検要領の位置づけ 

２．道路土工構造物点検の概要 

 この点検は、道路土工構造物の安全性の向上及び

効率的な維持修繕を図るため、変状の把握から措置

の必要性を判断することを目的としています。 

点検は、全数を対象とした通常点検と、長大切土

又は高盛土などの、大規模な崩壊を起こした際の社

会的な影響が大きい構造物（特定道路土工構造物）

を対象とした特定土工点検があります。 

特定土工点検は頻度を定めて定期的に点検を行い、

健全性を評価することとしています。また、道路土

工構造物の被災形態や地盤を原因とした災害に関す

る知識と知見を有する者が行うことが重要です。 

特定土工点検における健全性の診断は表－１に示

した「I」～「IV」の判定区分により行います。 

表-1 健全性の診断 

さらに、健全性の診断に基づき適切な方法と時期

を決定し必要な措置を講ずることとし、点検・診断・

措置の結果を記録し、当該道路土工構造物が供用さ

れている期間はこれを保存することとしています。 

３．まとめ 

本要領による点検診断により、降雨や地震などの

自然災害の影響を大きく受ける道路土工構造物につ

いて、防災上の観点および効率的な維持修繕の観点

から適切な時期に適切な対策を施すことができるよ

うになることを期待します。 

☞詳細情報はこちら 

1) 道路土工構造物点検要領 

http://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/tenken/ty_
h2908.pdf 
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